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言語環境学部門
言語教育学講座
井上　奈良彦
【著書】
―	An Introductory Guide to Debating in English, Hana-shoin Press, 2016年３月，全85頁．（Jonathan 

Aleles と共著）
【その他】
―	「双方向的な議論へ向けたトゥールミン・モデルの拡張：可能性と課題」 ディベートと議論

教育国際研究大会，九州大学伊都キャンパス，2016年３月13日．（口頭発表．蓮見二郎，山
形伸二，金子晃介と共著）

カスヤン、アンドレアス
【論文】
―	„Das Mobiltelefon als Mittel zum Fremdsprachenlernen: Zur Entwicklung eines Lernmoduls für 

japanische FL2-Lerner.“, in: IDT 2013, Band 6: Medien in Kommunikation und Unterricht. 

Hrsg: Sebastian Chudak et al. S. 17-30, 2016. （Proceedings）
【その他】
―	“Things to be achieved - achievable things.” The 4th Annual OLE SIG, Nagoya Chukyo 

University, 2015年10月24日．（口頭発表）
―	„Kurzpraktikum in Deutschland.“ DAAD Fachtag 2015, Nagoya Chukyo University, 2015年11月

28日．（口頭発表）
―	『「イスラム国」の内部へ―悪夢の10日間』著者　 Jürgen Todenhöfer，訳　津村正樹，カ

スヤン、アンドレアス，白水社2016年６月

志水　俊広
【論文】
―	「学習指導要領の改訂に伴う日本と韓国の中学校英語教科書本文の難易度に関する研究」『言

語科学』（九州大学大学院言語文化研究院言語研究会）第51号，pp.17-29，2016年３月．（清
永克己との共著）

【その他】
―	“From Schema-Based Information to Situation Models: How Can We Bridge Theories of 

Comprehension and Practice?”  『言語文化論究』（九州大学大学院言語文化研究院）第35号， 

pp. 113-122， 2015年11月．（Miki O. Loschky との共著）（研究ノート）
―	「高橋長男先生と私たち」「言語学，第一および第二言語習得，そして外国語教育」山東師

個人研究業績一覧
（2015年11月～2016年10月）
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範大学，2016年３月27日．（講演）
―	「言語学，第一および第二言語習得，そして外国語教育」山東大学外国語学院，2016年３

月28日．（講演）
―	“Encouraging Student Engagement through Authenticity” 大学英語教育学会九州・沖縄支部第

28回支部研究大会，福岡大学，2016年７月２日．（Christopher Haswell 他７名との口頭発表）
―	「多様な大学環境における英語 e ラーニング―これまでの実践を振り返って―」外国語

教育メディア学会第56回全国研究大会，早稲田大学，2016年８月８日．（青木信之他５名と
のシンポジウム）

―	「国際化に対応した我が国の学校教育への提言―コミュニケーション能力育成の観点から
―」平成28年教育交流懇話会，福新楼，2016年10月９日．（口頭発表）

―	“Current Issues of ELES （English Language at Elementary Schools） and Teacher Education in 

Japan” 2016 PKETA （Pan-Korea English Teachers Association） International Conference, 

Busan University of Foreign Studies, 2016年10月15日．（招待講演）

高橋　勤
【著書】
―	『身体と情動―アフェクトで読むアメリカン・ルネサンス』彩流社，2016年３月，全327

頁（共編著）
―	『ジョン・ブラウンの屍を越えて―南北戦争とその時代』金星堂，2016年，全356頁（共

編著）
【その他】
―	“The Poetics of the Wild: From Thoreau to Gary Snyder.” International Symposium on 

Ecopoetics, Ekphrasis and Gary Snyder Studies. Hunan Unviersity, China. November 12-15, 

2015. （招待発表）
―	「エマソンの書き換え―弔辞「ソロー」における思想の訣別」九州アメリカ文学会，九州

大学，2016年５月７日．（口頭発表）
―	「野生の文化論―ソローからレヴィ＝ストロースへ」日本英文学会九州支部大会，中村学

園大学，2016年10月23日．（招待発表）

辻野　裕紀
【論文】
―「現代朝鮮語の漢字語〈流音後濃音化〉浅析」，『韓国朝鮮文化研究』15，東京大学大学院人

文社会系研究科韓国朝鮮文化研究室，pp. 95-114，2016年３月．
―「現代朝鮮語における漢字語形態素の語彙的濃音化―漢字語接尾辞 ‘-cek’（的）を対象に

―」， 『言語科学』（九州大学大学院言語文化研究院言語研究会）51，pp. 31-42，2016年３月．
―「現代朝鮮語における〈n 挿入〉の実現実態について（2） ―若年層ソウル方言話者を対象

に―」，『朝鮮学報』240，朝鮮学会，pp. 25-66，2016年７月．
―「言語教育に伏流する原理論的問題―功利性を超えて―」，『言語文化論究』（九州大学

大学院言語文化研究院）37，pp. 1-19，2016年10月．
【その他】
―	「現代朝鮮語の漢字語における濃音化―  〈流音後濃音化〉を中心に―」，平成27年度九
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州史学会大会朝鮮学部会，九州大学箱崎キャンパス，2015年12月13日．（口頭発表）
―	“On the Accent System of Daegu Dialect of Korean: With Special Reference to Nouns”, Kyushu 

University and University of Arizona Symposium ～ Topics in Language, Literature and Culture

～，アリゾナ大学（アメリカ合衆国・アリゾナ州），2016年３月21日．（口頭発表）
―	「現代朝鮮語における漢字語形態素の語彙的濃音化―漢字語接尾辞 ‘-cek’（的）を対象に

―」，第17回東アジア日本語・日本文化フォーラム，上海外国語大学（中華人民共和国・
上海），2016年３月26日．（口頭発表）

―	「来たるべき韓国語教育のために―韓国語教科書を言語学的地平から照らす―」，福岡
日韓フォーラム第136回研究例会，西南学院大学，2016年５月21日．（講演）

―	「あさましき言語教育観からの脱却への序章―功利性を超えて―」，2016年度中国語・
韓国語合同 FD 第２回，2016年６月21日．（口頭発表）

土屋　智行
【著書】
―	『最新英語学・言語学用語辞典』開拓社．2015年11月．（“boundedness” 他13項目執筆）
―	『アクティブラーニングを強力にサポートする WebOCMnext―ユーザーマニュアル―：

九州大学基幹教育言語文化科目「学術英語１ CALL-A/B」受講案内書』 成美堂，2016年３
月，全205頁．（細谷行輝・鈴木右文と共著）

【論文】
―	「均衡会話コーパス設計のための一日の会話行動に関する基礎調査」『国立国語研究所論集』

（国立国語研究所）第10号，pp. 85-106，2016年１月．（小磯花絵・渡部涼子・横森大輔・相
澤正夫・伝康晴と共著）

【その他】
―	「メディアを介したコミュニケーションと流暢性」九州山口地区語用論研究会，九州大学，

2016年３月16日．（口頭発表）
―	「授業時間帯のない CALL 科目の学習と運営」大学英語教育学会九州・沖縄支部第28回研

究大会，福岡大学，2016年７月２日．（口頭発表，鈴木右文と共同）
―	Encouraging Student Engagement through Authenticity, The 28th Annual JACET (Japan 

Association of College English Teachers) Kyushu-Okinawa Chapter Conference, Fukuoka 

University, July 2, 2016. （口頭発表，Christopher Haswell, Yoshiko Matsumura, Satoru Uchida, 

Takahiro Otsu, Tasuke Okamoto, Toshihiro Shimizu, Keiko Shimojo, Daisuke Yokomori と共同）
―	「参与者をつなぐメディアと身体性―手法と展開―」『日本認知言語学会第17回全国大

会発表予稿集』（日本認知言語学会），pp. 194，2016年９月．（大会発表予稿集）
―	「参与者をつなぐメディアと身体性―手法と展開―」日本認知言語学会第17回全国大

会，明治大学中野キャンパス，2016年９月11日．（ポスター発表）
―	「定型表現のコーパス分析からみる構文スキーマの形成プロセス」日本英文学会九州支部第

69回大会シンポジウム，中村学園大学，2016年10月22日．（シンポジウム招待発表）

松村　瑞子
【論文】
―	「褒めとポライトネス―褒めは肯定的評価か否定的評価か―」，『言語科学』（九州大学
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大学院言語文化研究院言語研究会）第51号，pp. 51-58，2016年３月．
【その他】
―	「日本人の言語行動におけるポライトネス―効率的日本語ポライトネス指導を目指して

―」，名古屋大学大学院日本語教育学講座講演会，2015年11月13日（招待講演）
―	「日本語で丁寧に行動する」，台湾台中科技大学応用日本語学科講演会，2016年２月22日

（招待講演）
―	“Teaching of Japanese politeness: Focusing on difference in understanding between Japanese and 

non-Japanese people,” Kyushu University and University of Arizona Symposium: Topics in 

Language, Literature and Culture, The University of Arizona, March 21, 2016. （口頭発表）

李　麗君
【著書】
―『郁達夫の原像―異文化・社会・時代との葛藤』九州大学比較社会文化叢書 Vol.38，花書

院，2016年３月，全208頁．（単著）
―中里見敬・戚世雋・中尾友香梨・山根泰志・李麗君編『濱文庫所蔵唱本目録』， （福岡：花書

院，九州大学大学院言語文化研究院 FLC 叢書11）289頁，2015年12月．（共著，目録）
【論文】
―「第二语言汉语副词“都” 的习得考察」『言語文化論究』（九州大学大学院言語文化研究院）

第35号，pp. 71-77，2015年11月．
―「妓女描写与色情美学―郁达夫小说特异女性造型的异文化要素」『現代中文学刊』（上海・

現代中文学刊雑誌社）2015年６期，pp. 12-22，2015年12月．

言語情報学講座
内田　諭
【論文】
―	Tetsuya Nakatoh, Satoru Uchida, Emi Ishita, and Toru Oga, Automated Generation of Coding 

Rules: Text-Mining Approach to ISO 26000, Proc. of 7th International Conference on E-Service 

and Knowledge Management （ESKM 2016）, pp. 154-158, 2016年７月．
―	鈴木右文・内田諭「授業の選択希望のウェブ処理についての実践研究」『英語英文学論叢』

第66集，pp. 35-49，2016年３月．
―	水嶋海都・荒瀬由紀・内田諭「CEFR 準拠教科書における語彙・構文の特徴分析とレベル

自動分類」『言語処理学会第22回年次大会発表論文集』，pp. 789-792，2016年３月．
【その他】
―「言語データから見えてくることばの機微」『人文情報学月報』第56号，2016年３月．

江口　巧
【論文】
―	「学生の英語ライティングに見る不定世界の描写」『英語英文学論叢』（九州大学英語英文学

研究会）第66集，pp. 15-34，2016年３月．
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鈴木　右文
【論文】
―	「授業の選択希望のウェブ処理についての実践研究」『英語英文学論叢』（九州大学英語英文

学研究会）第66集，pp. 35-49，2016年３月．（共著）
【その他】
―	「九州大学の英語 CALL 科目」国立七大学外国語教育連絡協議会合同シンポジウム，大阪大

学，2015年11月．（口頭発表）
―	「チャップリンとヒトラー：メディアとイメージの世界大戦　大野裕之著」『図書新聞』3233

号，2015年12月．（書評）
―	『アクティブラーニングを強力にサポートする WebOCMnext―ユーザーマニュアル―

九州大学基幹教育言語文化科目「学術英語1CALL-A/B」受講案内書』成美堂，2016年２月．
（共著）（教科書）

―	「海外英語研修科目のクリルとしての適性」『言語文化論究』（九州大学言語文化研究院）第
36号，pp.51-64，2016年３月．（研究報告）

―	「授業時間帯のない CALL 科目の学習と運営」大学英語教育学会九州・沖縄支部第28回支
部研究大会，福岡大学，2016年７月．（共同）（口頭発表）

―	「三里塚辺田部落」「我々のものではない世界」「三姉妹～雲南の子」「杉原千畝スギハラチ
ウネ」「アメリカン・スナイパー」「ヒトラー暗殺13分間の誤算」「アクト・オブ・キリン
グ」「笛吹川」「グローリー　明日への行進」「ハンナ・アーレント」「かぞくのくに」「野火」

（「映画の世界」158-169）『反戦情報』第374-385号，2015年11月～2016年10月．（コラム）
―	「英国における異文化６話」「イギリスの歴史６話」「ビジネスに関係した英語表現５話」「小

惑星の命名」「英国のＥＵ離脱問題２話」「ブリットレールパスの変更」「ミリタリー・タ
トゥ」『BBIQ モーニングビジネススクール』（FM 福岡），2015年11月－2016年10月．（ラジ
オ出演）

田中　俊也
【その他】
―	“A Scheme for a Morphological Conflation Approach to the Origin and Development of the 

Germanic Strong and Preterite-Present Verbs” 日本歴史言語学会第５回大会，北海学園大学
豊平キャンパス，単独発表，2015年12月（口頭発表）

―	「教員による授業紹介：学術英語科目」九州大学基幹教育院『OHMEI 嚶鳴』第９号，p. 13
		  http://catalog.lib.kyushu-u.ac.jp/handle/2324/1682670/vol.9.pdf

		  2016年４月発行（新カリキュラムでの授業紹介）
―	“Verner’s law effects and analogical levelling” LVC （Language Variation and Change） Network 

2016，2016年５月．（口頭発表）

山村　ひろみ
【論文】
―	「「state 類事態の時間構造」再考―英語 “know”，日本語「知る」，スペイン語 “saber” の

対照研究―（下）」,『言語文化論究』No.35，43-56，2015年11月．
―	“Una propuesta para la enseñanza del pretérito perfecto simple y el pretérito imperfecto -con 
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especial atención a los alumnos japoneses de ELE”, La enseñanza de ELE centrada en el alumno, 

Morimoto Yuko, Pavón Lucero María Victoria y Santamaría Martínez Rocío （eds.）, XXV 

Congreso Internacional ASELE , 1045-1051, 2016年２月．
―	“Reconsideración sobre la función del pretérito perfecto simple en español – con especial aten-

ción a las oraciones imposibles –”, Cuadernos CANELA, 27, 127-139, 2016年５月．
―	「De Swart （1998）を読む―スペイン語 pretérito perfecto simple への応用から見えてくる

もの」『言語文化論究』No.37, 21-35, 2016年10月．
【その他】
―	『スペイン語24課』，白水社，2016年３月．（単著・教科書）
―	スペイン語の迂言形式 “estar+gerundio” の諸特徴とその本質的機能，日本ロマンス語学会，

2016年５月21日 .（口頭発表）
―	スペイン語の estar+geurndio の特徴―対応するフランス語・イタリア語の迂言形式との

対照の観点から―，日本スペイン語学セミナー （SELE2016），2016年９月１日．（口頭発表）

横森　大輔
【著書】
―『やりとりの言語学―関係性思考がつなぐ記号・認知・文化―』，大修館書店．2015年

12月，全384頁．（N. J. エンフィールド （著）井出祥子 （監修）横森大輔・梶丸岳・木本幸
憲・遠藤智子 （訳））

【論文】
―「相互行為の資源としての 「けど」中断節構文」，『日本語用論学会大会発表論文集』，日本

語用論学会，vol.10，pp. 289-294．2015年11月．（共著）
―「均衡会話コーパス設計のための一日の会話行動に関する基礎調査」，『国立国語研究所論

集』10，pp. 85-106，2016年１月．（共著）
―「第36回研究大会ワークショップ：やりとりの中の記号・認知・文化―言語コミュニケー

ション研究の学際的対話に向けて―」,『社会言語科学』18（2），pp. 88-93，2016年３月．
（共著）

【その他】
―「笑い・スマイル・無表情―英語授業内スピーキング活動における聞き手役学生の情動表

出をめぐって―」, ラウンドテーブル『〈聞く・聴く・訊く〉こと―聞き手行動の再考
―』，龍谷大学，2016年１月24日．（口頭発表）

―「グループワークでは何が起きているのか：授業内英語スピーキング活動 の相互行為分析」,

大学英語教育学会（JACET）九州・沖縄支部・第161回東アジア英語教育研究会，西南学
院大学，2016年２月20日．（口頭発表）

―「英語スピーキング活動における参与者の振る舞いの連鎖分析」, ワークショップ「やりとり
の中の言語能力：外国語スピーキング活動の評価・実践・データ分析をめぐって」，九州大
学西新プラザ， 2016年３月７日．（口頭発表）

―	“On some interactional practices using “yappari” in Japanese conversation,” Kyushu University 

and University of Arizona Symposium: Topics in Language, Literature and Culture, University of 

Arizona. March 21, 2016．（口頭発表）
―	“Survey of conversational behavior: Towards the design of a balanced corpus of conversational 
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Japanese,” The 10th Language Resources and Evaluation Conference, Portorož （Slovenia）. May 

23-28, 2016.（ポスター発表）
―「日本人大学生の英語プレゼンテーションにおける効果的な間の取り方」，日本認知科学会

研究分科会「間合い―時空間インタラクション」第５回研究会，東京工業大学すずかけ
台キャンパス， 2016年７月９日．（口頭発表）

―	“Negotiating units: Overlapping responses in Finnish, Japanese and Mandarin conversation,” 

International Symposium on the emergence of units in social interaction, University of Helsinki. 

August 3-6, 2016.（口頭発表）
―「日本人大学生と留学生のインタラクションに関する教育実践とデータ分析：日本語使用時

と英語使用時の比較に向けて」，第121回次世代大学教育研究会，株式会社ディスコ西部支
社会議室，2016年９月10日．（口頭発表）

―「会話コーパスに基づく中断節構文の分析」，日本英文学会九州支部第69回大会シンポジウ
ム第３部門（英語学）『構文研究とコーパス』，中村学園大学，2016年10月22日．（口頭発表）

―中野弘三・服部義弘・小野隆啓・西原哲雄（監修）『最新英語学・言語学用語辞典』，開拓
社． 2015年11月．（分担執筆）

―九州大学大学院言語文化研究院 学術英語テキスト編集委員会． Authentic Reader: A Gateway 

to Academic English. 2016年７月．（分担執筆）

国際文化共生学部門
国際文化学講座
阿尾　安泰
【論文】
―	「18世紀の風を求めて―言語文化空間論構築の試み―」『言語文化論究』第37号，pp. 

63-78，2016年．

秋吉　收
【著書】
―	『世界各国魯迅研究精選集（日本巻）』，北京：中央編訳出版社，藤井省三編（飯倉照平ほか

18名執筆），分担執筆「魯迅《野草》世界中的芥川龍之介」，pp. 192-213，2016年８月．
【論文】
―	「「随感録三十八」は誰の文章か？―ル・ボン学説への言及に注目して」『周作人研究通

信』（周作人研究会）第４号，pp. 10-24，2015年12月．
―	「魯迅与徐玉諾―囲繞散文詩集『野草』」『漢語言文学研究』（河南大学）2016年01期，pp. 

77-85，2016年３月．（転載：『中国現代、当代文学研究』（中国人民大学複印報刊）2016年
第６期，pp. 107-114，2016年６月．）

―	「台湾における芥川龍之介受容の諸相」『言語文化論究』（九州大学言語文化研究院）第37
号，pp. 79-102，2016年10月．

【その他】
―	「徐玉諾の文学―序説：近代中国の「怪」詩人」『言語科学』（九州大学言語文化研究院）

第51号，pp. 77-88，2016年３月．
―	『現代の日本における魯迅研究』全195頁， （九州大学言語文化研究院言語文化叢書22），2016
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年３月．（編著）
―	「外国語を学ぶ「意義」」『外国語のすゝめ』（九州大学大学院言語文化研究院），第37号，p. 

8，2016年３月．
―	「日本現代文學在中國台灣的傳播與接受」在地與易地─第十一屆東亞學者現代中文文學國際

學術研討會，台湾国立政治大学，2015年11月13日．（口頭発表）
―	「魯迅与日本現代文学」第２回九州大学山東大学アジア研究シンポジウム，山東大学（中

国済南市），2016年３月28日．（講演）
―	「中国・台湾における日本近代文学の受容―芥川龍之介を中心に」平成28年度第64回九

州中国学会大会，活水女子大学，2016年５月15日．（口頭発表）
―	「成仿吾与魯迅《野草》」“2016魯迅文化論壇”曁国際学術研討会：魯迅―在伝統与世界

之間，中央人民大学（中国北京市），2016年９月24日．（口頭発表）
―	「“敵人”対魯迅《野草》的影響」“跨語際対話”文芸評論国際論壇：世界性与民族魂当代文

芸評論視域中的魯迅伝統会議，北京第二外国語大学，2016年９月30日．（口頭発表）

阿部　俊大
【著書】
―	『レコンキスタと国家形成―アラゴン連合王国における王権と教会―』九州大学出版

会，2016年10月，全325頁．（単著）

倉方　健作
【著書】
―『あらゆる文士は娼婦である』，白水社，全280頁，2016年10月．（石橋正孝と共著）

【論文】
―「エドゥアール・カドル：ある「一発屋」の肖像」『Excelsior!』（日本ジュール・ヴェルヌ

研究会）第10号，pp. 81-100，2015年11月．
―「ヴェルレーヌとデボルド＝ヴァルモール」『STELLA』（九州大学フランス語フランス文学

研究会）第34号，pp. 145-154，2015年12月．
―	« Deux interviews ratées, suivies d’un récit de Maurice Hamel sur le fils de Pauvre Lelian », 

Revue Verlaine （Classiques Garnier）, 13, pp. 23-30, décembre 2015.

【その他】
―「「シェイクスピア、ヒー・イズ・ア・マン！」 ―ヴェルレーヌと『ソネット集』をめぐっ

て」第62回九州フランス文学会，福岡大学，2015年12月５日．（口頭発表）
―「文学的「証言」のリソース化：ことばの射程と「界」」九州大学大学院言語文化研究院主

催シンポジウム「今、振り返るモダン、ポストモダン―メディアと物語」，九州大学西新
プラザ，2016年２月21日．（口頭発表）

―「「パルナス」再検討」日本フランス語フランス文学会2016年度秋季大会ワークショップ「文
学集団の詩学」（パネリスト：熊谷謙介，倉方健作，福田裕大，合田陽祐），東北大学，2016
年10月23日．（口頭発表）

―「テディ・リネール著，神奈川夏子訳『最強の柔道家リネール』」『ふらんす』（白水社），
2016年10月号．（書評）

―「柔道大国フランス」『ふらんす』（白水社），2016年８月号，p. 17．（コラム）
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―「ふらんす90年」（8） ～ （12）『ふらんす』（白水社），2015年11月号-2016年３月号．（連載コ
ラム）

―「ふらんす90年：過去の誌面より」（8） ～ （12）『ふらんす』（白水社），2015年11月号-2016
年３月号．（連載コラム）

―「にわとり語学書クロニクル」（1） ～ （7）『ふらんす』（白水社），2016年４月号-10月号．（連
載コラム）

小谷　耕二
【著書】
―	「南部作家とジョン・ブラウン」『ジョン・ブラウンの屍を越えて　南北戦争とその時代』

松本昇，高橋勤，君塚淳一（共編），金星堂，253-276頁，2016年３月．（共著）
【論文】
―	「W. A. パーシー『護岸の灯火』 ―引き裂かれた自己と南部貴族の黄昏」『英語英文学論叢』

（九州大学英語英文学研究会）第66集，pp. 1-13，2016年３月．
【その他】
―	「『コネティカット・ヤンキー』のゆくえ（シリーズエッセイ「マーク・トウェインとわた

し」26）」『マーク・トウェイン　研究と批評』（南雲堂）15号，pp. 42-43，2016年４月．
（エッセイ）

―	「Christopher Rieger and Robert W. Hamblin, eds. Faulkner and Warren」『フォークナー』（松
柏社）６号，pp. 200-203，2016年４月．（書評）

佐藤　正則
【著書】
―	下斗米伸夫編著『ロシアの歴史を知るための50章』明石書店，2016年11月。第16章「ベル

ジャーエフの時代　精神的転換と新たな世界観の探求」（127-132頁）を分担。（共著）
【その他】
―	佐藤正則「1920－30年代ソ連の国家祝祭における政治と身体」シンポジウム「今、振り返

るモダン、ポストモダン　メディアと物語」九州大学大学院言語文化研究院主催，2016年
２月21日，於九州大学西新プラザ。（口頭発表）

中里見　敬
【著書】
―	中里見敬・戚世雋・中尾友香梨・山根泰志・李麗君編『濱文庫所蔵唱本目録』（福岡：花書

院，九州大学大学院言語文化研究院 FLC 叢書11）289頁，2015年12月．（共編，目録）
―	岩佐昌暲・李怡・中里見敬編『桌子的跳舞：清末民初赴日中国留学生与中国現代文学国際

研討会論文集』（台湾新竹：花木蘭文化出版社）2016年９月（共編）
【論文】
―	「濱一衛の北平留学：外務省文化事業部第三種補給生としての留学の実態」『九州地区国立

大学教育系・文系研究論文集』（九州地区国立大学間の連携事業に係る企画委員会リポジト
リ部会）第３巻第２号（通巻第17号），pp. 1-15，2016年３月．（単著）

―	「濱一衛の見た一九三〇年代中国芸能：開封・呉興」『九州中国学会報』第54号（九州中国
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学会）pp. 136-150，2016年５月．（単著）
―	「濱一衛看到的1930年代中国戯劇：一個開拓表演史研究的日本学者」，中国古代戯曲学会編

『中国戯劇史新論』（上海：上海人民出版社）pp. 323 - 340 , 2016年７月．（単著）
―	「濱一衛1930年代留学中国考論：以其観劇活動及原始資料考察為中心」，岩佐昌暲・李怡・

中里見敬編『桌子的跳舞：清末民初赴日中国留学生与中国現代文学国際研討会論文集』（台
湾新竹：花木蘭文化出版社）pp. 327 - 337 , 2016年９月．（単著）

―	「抒情的文言文：《玉梨魂》的叙事与文体」，朱慶葆，孫江主編『新学衡』第１輯（南京：南
京大学出版社）pp. 230-240，2016年10月．（単著）

【その他】
―	「『濱文庫所蔵唱本目録』の編纂を終えて」平成27年度附属図書館研究開発室活動発表会，

九州大学附属図書館，2016年１月27日．（口頭発表）
―	「自著紹介：『濱文庫所蔵唱本目録』」『きゅうと NEWSLETTER：九州大学附属図書館報』

Vol. 11，No. 2，2016年７月．（単著，紹介）
―	「授業に「話す」を位置づけるために：タスク活動を超えた〈言語場〉を求めて」2016年

度中国語・韓国語合同 FD 第３回，2016年７月22日．（口頭発表）
―	「科研 FD」2016年度言文 FD, 2016年８月４日．（口頭発表）
―	「作為文体的風景：中国古代白話小説“風景之発現”之前的風景」，第５届中国文体学国際

学術研討会（中山大学中文系・中国社会科学院『文学遺産』編輯部），2016年11月23日．
（口頭発表，予稿集）

浜本　裕美
【論文】
―	「閉ざされた共同体と永遠の少年トム・ソーヤー」『九州英文学研究』（日本英文学会九州支

部）第32号，pp. 21-28，2016年１月．

劉　驫
【論文】
―	1．‌�「日语母语使用者汉语副词“就”和 “才”的习得研究」，『人文学研究所報』（神奈川大学

人文学研究所）第56号，pp. 25-34，2016年９月（単著）
―	2．‌�「虚词“了”的语法功能考」『人文学研究所報』（神奈川大学人文学研究所）第55号，pp. 

31-42，2016年３月（単著）
―	3．‌�「日语母语使用者汉语虚词“了”的习得初探」『人文研究』（神奈川大学人文学会）第187

号，pp. 71-87，2015年12月（単著）
【その他】
―	1．‌�「効果的な声調指導を目指して」，2016年度中国語・韓国語合同 FD，2016年６月20日．

（口頭発表）
―	2．‌�「動詞接辞の『了１』と文末助詞の『了２』の機能に関する考察」『第64回九州中国学

会大会』 活水女子大学，2016年５月（口頭発表）
―	3．‌�「中国古代白话文中的文脉指示词―以《三言二拍》为例」『日本中国語学会第65回全

国大会』東京大学，2015年11月（口頭発表）
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国際共生学講座
阿部　吉雄
【その他】
―	「資料調査：上海ユダヤ教区の仲裁裁判所』，『言語文化論究』第37号，九州大学大学院言

語文化研究院，pp. 117-123， 2016年10月．

稲葉　美由紀
【論文】
―	Elderly People among the Patra Ethnic Group in Bangladesh: A Qualitative Study, Studies in 

Languages and Cultures, 37, 51-61, 2016年10月．（共著：Faisal Ahmmed, Tahmina Islam, Golam 

M. Mathbor, Miyuki Inaba）
―	Social Policy and Services for the Elderly in Japan: The Need to Build Social Capital 

Intervention Strategies, Studies in Languages and Cultures, 35, 103-112, 2015年10月．（単著）
―	「フィリピンの貧困と社会開発的アプローチ：あるソーシャルビジネスの取り組みから」『地

域福祉サイエンス』第３号， pp.163-171, 2016年10月．（杉野寿子と共著）
【その他】
―	Social Policy and Services for the Elderly in Japan: Late Life Care and Community Support, The 

Joint World Conference on Social Work, Education and Social Development 2016, COEX Seoul， 

S. Korea, 2016年６月28日．（口頭発表）
―	高齢期におけるチャレンジ：要介護高齢者の大切な役割， 第１回 Working Women in an Ageing 

Society （WWAS）国際会議，福岡，2016年６月５日．
―	「高齢者ケアのより良いパートナーになるために―要介護高齢者からの役立つヒント―」

『言語文化論究』，36号，pp. 65-69，2016年３月．（研究ノート）

岡本　太助
【論文】
―	「理論以後のパラダイム―ラジーヴ・ジョゼフ劇における否定の存在論」『アメリカ演劇』

（日本アメリカ演劇学会）第27号，pp. 32-56，2016年３月15日．（単著）
【その他】
―	「小説と映画におけるリアリティ TV と幸福の表象」九州大学大学院言語文化研究院シンポ

ジウム「今，振り返るモダン，ポストモダン―メディアと物語」，九州大学西新プラザ，
2016年２月21日．（口頭発表）

―	「クロス・メディア的視点から再考するリアリティ TV と幸福の追求」九州アメリカ文学会
第62回大会，九州大学伊都キャンパス，2016年５月７日．（口頭発表）

―	「「記憶の精確な座標」―Guillermo Verdecchia 劇における転位と越境」日本アメリカ演劇
学会第６回大会シンポジウム，エスカル横浜，2016年９月11日．（口頭発表）

下條　恵子
【論文】
―	下條恵子「P. オースター作品における死者とお金」『英語英文学論叢』（九州大学英語英文

学研究会）第66集，pp. 51-63，2016年３月．
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【その他】
―	Keiko SHIMOJO and Shingo SAITO “Literature x Mathematics” American Comparative 

Literature Association，ACL(x) 2016: Extra-Disciplinarity, Pennsylvania State University，
2016年９月24日．（口頭発表）

鈴木　隆子
【著書】
―	「途上国における複式学級」（原題：‘Multigrade schools: improving access in rural Africa?’ 

Etienne Brunswic and Jean Valerien, Paris, 2004）黒田一雄・廣里恭史編「ユネスコ国際教育
計画研究所シリーズ」2015，東信堂（解説及び翻訳）

【その他】
―	‘Non-Cognitive skills gained by Escuela Nueva primary schools in Colombia Autonomous learn-

ing, self-esteem and democratic behaviour of fresh graduates’ The Third International Congress 

of Escuelas Nuevas （III CIEN）, Bogota. Colombia, 2016年11月10-11日（口頭発表）
―	‘Non-Cognitive skills gained by Escuela Nueva primary schools in Colombia: Autonomous 

Learning of fresh graduates,’ 16th World Congress of Comparative Education Society, Beijing, 

China, 2016年８月22-26日（口頭発表）
―	「非認知的能力におけるエスクエラ・ヌエバの効果―卒業生の追跡調査結果から―」第

52回日本比較教育学会，共同発表，三輪千明，西村幹子 （大阪大学） 2016 年６月24-26日
（口頭発表）

―	‘Non-Cognitive skills gained by Escuela Nueva primary schools in Colombia: Autonomous 

Learning of fresh graduates,’ 60th Comparative and International Society of Education, 

Vancouver, Canada, 2016年３月6-10日 （口頭発表）

谷口　秀子
【論文】
―「現代児童文学における「虫めづる姫君」の語り直しと再構築」，『日本ジェンダー研究』（日

本ジェンダー学会），第19号，pp. 73-86， 2016年10月．（単著） 

―	“The Marvelous Village Veiled in Mist and Spirited Away”，『言語科学』（九州大学言語研究会），
vol. 51，pp. 1-8，2016年３月．（単著）

【その他】
―	「おとぎ話の転覆とフェミニズム童話」，日本語ジェンダー学会第17回年次大会（群馬大学

荒牧キャンパス），2016年６月18日．（シンポジウムにおけるパネリスト，口頭発表）
―	“The Marvelous Village Veiled in Mist and Its Influence on Spirited Away”, Kyushu University and 

University of Arizona Symposium: Topics in Language, Literature and Culture, University of 

Arizona, USA, 2016年３月21日．（口頭発表）
―「子どもの本とジェンダー表象―近年の絵本を中心に―」，『日本語とジェンダー』（日

本語ジェンダー学会），vol. XVI ，p. 19，2016年６月．（報告）
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福元　圭太
【論文】
―「Die Offenbarung des Geheimnisses―Die „Inflationspropheten“ oder die Inflation der 

Propheten―」『言語文化論究』（九州大学大学院言語文化研究院）第35号，pp. 15-26，
2015年11月．（単著）

―「ハンス・ドリーシュ試論―  『エンテレヒー』の行方 （1） ―」『言語文化論究』（九州大
学大学院言語文化研究院）第36号，pp. 1-14，2016年３月．（単著）

【その他】
―「メディアとしての身体―無意識と情報―」言語文化研究院主催シンポジウム「今，振

り返るモダン，ポストモダン―メディアと物語―」，西新プラザ，2016年２月21日．（口
頭発表）

国際教育
ハズウェル、クリストファー　ガレス　Christopher G. Haswell
【論文】
―「The use of English in Japanese universities: producing human resources for a globalized 

market」 『The Bulletin of Central Research Institute Fukuoka University, Vol. 15 No. 3』pp. 

25-30，2016年１月．
―「Using a Global Model of English to influence perspectives on language teaching」『Focus on the 

learner』（JALT 2015 International Conference） pp. 239-245，2016年８月．（with A. Hahn）
【その他】
―	「The global model of English」JALT International Conference，グランシップ 静岡　コンベン

ションセンター，2005年11月 23日．（口頭発表）
―「Internationalized tertiary education」JALT 福岡，天神西茂ビル，2015年12月７日．（招待口

頭発表）
―「International universities and intercultural communication」JALT 松山，愛媛大学，2016年02

月21日．（招待口頭発表）
―	「International students as teaching assistants」APAIE International Conference，Melbourne コ

ンベンションセンター，2016年03月03日．（口頭発表）
―	「Viewing international TAs as a valuable human resource」Convention on Global Higher 

Education，Lakeland International College 新宿，2016年06月４日．（口頭発表）
―	「The institutional, educational, and personal benefits of employing international students as uni-

versity teaching assistants」ISA International Conference，City University of Hong Kong，2016
年06月25日．（口頭発表）

―	「Encouraging student engagement through authenticity」社団法人大学英語教育学会 九州･沖
縄支部事務局，福岡大学，2016年07月02日．（口頭発表）

―	「The value of international students as TAs」KOTESOL International Conference，Sookmyung 

Women’s University，2016年10月15日．（口頭発表）
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Pauwels, Ruben G.A. 
【論文】
―	“The Reflexes of Tungusic Medial Consonant Clusters in Old Japanese” ［古代日本語における

ツングース語の語中子音連結の反射形］.  Korean and Japanese: Studies on Language and Culture 

/ 한일언어문화연구 /『日韓比較言語文化研究』（Journal of the International Society for the 

Comparative Study of Korean and Japanese）, No. 4, pp. 23-45, 2016.

―	“Tungusic Morphology in Old Japanese: From the Perspective of Contact Linguistics” ［古代日本
語におけるツングース語の形態論的要素 － 接触言語学の視点より］.  Korean and Japanese: 

Studies on Language and Culture / 한일언어문화연구 /『日韓比較言語文化研究』（Journal of the 

International Society for the Comparative Study of Korean and Japanese）, No. 4, pp. 119-131, 

2016.

【その他】
―	“Tungusic Morphology in Old Japanese: From the Perspective of Contact Linguistics” ［古代日本

語におけるツングース語の形態論的要素―接触言語学の視点より］, Language Variation and 

Change Network, 2016 Research Forum, Hibun-Genbun Building, Ito Campus, Kyushu 

University, Fukuoka, 28 May 2016. （口頭発表）
―	“Tungusic Morphology in Old Japanese: From the Perspective of Contact Linguistics” ［古代日本

語におけるツングース語の形態論的要素―接触言語学の視点より］, International Society 

for the Comparative Study of Korean and Japanese （国際日韓比較言語学会 | 국제한일비교언어학

회）, 10th International Academic Conference, Building No. 3, Ohashi Campus, Kyushu 

University, Fukuoka, 24 September 2016. （口頭発表）

Laker, Stephen.
【その他】
―	The life and work of Alistair Campbell. Anglo-Saxons and Anglo-Saxonists: Symposium in honour 

of Rolf H. Bremmer Jr. Leiden University, The Netherlands, 29 Jan. 2016. （口頭発表）
―	3SG pronouns in traditional dialects of southwest England. Language Variation and Change 

Research Forum, Kyushu University, Ito Campus, Japan, 28 May 2016. （口頭発表）
―	Origin and context of English dialectal en ‘him’. Angus McIntosh Centre Symposium, University 

of Edinburgh, Scotland, 9-10 June 2016 （9. 6. 2016）. （口頭発表）
―	On the development of anaphoric pronouns in Early and Modern English dialects. ICEHL 19, 

University of Duisburg-Essen （Essen Campus）, 22-26 Aug. 2016 （24. 08. 2008）. （口頭発表）
―	Dental fricatives in Early and Modern English. JSHL Annual Conference 6, Kyushu University 

University, Nishijin Plaza, Japan, 19-20 Nov. 2016 （20. 11. 2016）. （口頭発表）

外国人教員
 Luisa Zeilhofer　ルイーサ  ツァイルホーファー
【その他】
―	日本独文学会西日本支部大68回総会・研究発表会，2016年11月26日
		  Bestandsaufnahme DaF-Lehrwerke an japanischen Universitäten（口頭発表）


